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歴史・考古学研究室教員業績一覧
(2014年1月～ 12月）
赤羽目 匡由・
【単著・共著】
（共著） 鈴木靖民 ・金子修一 ・石見清裕 ・浜田久美子編『訳註日本古代
の外交文書』八木書店、 2014年
【論文】
1. 「新出「梁職貢図」題記逸文の朝鮮関係記事二、三をめぐって」（鈴木靖民・
金子修一編『梁職貢図と東部ユーラシア世界』勉誠出版、 2014年5月）
【書評】
1.「古瀬奈津子編『広開土王碑拓本の新研究』J（『唐代史研究』17、2014年8月）
2.「演田耕策著『朝鮮古代史料研究』」（『唐代史研究』 17、2014年8月）
【学会発表】
1. 「j勃海史研究の現状と課題J（科学研究費補助金 ・学術研究助成基金助成
金基盤研究（B）「日本古代宮都周辺域における手工業生産の分野横断的
比較研究」第 10・11回（2014年度第2・3回）研究会、 2014年 12月23日、
於大阪大学）
【学会活動】
メトロポリタン史学会事務局委員
出穂 雅実・・・・ ・・・・・
【共著】
1. 佐藤宏之・出穂雅実編『黒曜石の流通と消費からみた環日本海北部地域
における更新世人類社会の形成と変容（ I ）』、東京大学常日実習施設研究
報告第 12集、東京大学大学院人文社会系研究科附属北海文化研究常呂実
習施設、 2014年3月。
2. Kaifu, Y., Izuho, M., Goebel, T., Sato, H., and Ono, H.『Emergence
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and Diversity of Modern Human Behavior in Paleolithic Asia』，
Texas A&M University Press. 2014年 12月。
【論文】
（単著）
1. ザパイカルの上部旧石器時代における住居祉と狩猟採集民の居住行動に
関するノート」（『石器文化研究』第四号，石器文化研究会、 2014年 1月）
（共著）
1. 「北海道河東郡上士幌町嶋木遺跡における 2013年度発掘調査の概要報告」
（『第27回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集』、東北日本の旧石器文化
を語る会実行委員会、 2014年 2月）
2. f北東アジアの石刃鍛石器群における体系的黒曜石研究の適用：現状と課
題」（大貫静夫 ・福田正宏（編）『環日本海北回廊における完新世初頭の様
相解明：「石刃鍛文化」に関する新たな調査研究』、東京大学考古学研究室、
2014年 2月）
3. 「吉井沢遺跡における地考古学的調査研究」（『黒曜石の流通と消費からみ
た環日本海北部地域における更新世人類社会の形成と変容（ II ）：吉井沢
の研究』、東京大学常呂実習施設研究報告第 13集、東京大学大学院人文社
会系研究科附属北海文化研究常呂実習施設、 2014年 3月）
4. Late Pleistocene Geology and Paleolithic Archaeology of the 
Shimaki Site, Hokkaido, Japan. (Geoarchaeology, 29、2014年4月）
5. Investigating the Eolian Context of the Last Glacial Maximum 
Occupation at Kawanishi C, Hokkaido, Japan. (Geoarchaeology, 29、
2014年4月）
6. Multi Method Characterisation of Obsidian Source Compositional 
Groups in Hokkaido Island (JAPAN). (Methodological Issues for 
Characterisation and Provenance Studies of Obsidian in Northeast 
Asia. Edited by Akira Ono, Michael D. Glascock, Yaroslav V. Kuzmin, 
Yoshimi tsu Suda. BAR International Series 2620. Archaeopress, 
Oxford、2014年4月）
7. Chemical Composition of Obsidians in Hokkaido Island, Northern 
Japan: The Importance of Geological and Petrological Data for 
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Source Studies. Methodological Issues for Characterisation and 
Provenance Studies of Obsidian in Northeast Asia. Edited by Aklra 
Ono, Michael D. Glascock, Yaroslav V. Kuzmin, Yoshimitsu Suda. BAR 
International Series 2620. Archaeopress, Oxford、2014年4月）
8. Integration of Obsidian Compositional Studies and Li thic Reduction 
Sequence Analysis at the Upper Paleolithic Site of Ogachi Kato 2, 
Hokkaido, Japan. Methodological Issues for Characterisation and 
Provenance Studies of Obsidian in Northeast Asia. Edited by Akira 
Ono, Michael D. Glascock, Yaroslav V. Kuzmin, Yoshimitsu Suda. BAR 
International Series 2620. Archaeopress, Oxford、2014年4月）
【その他】
1. 「日本列島への最初の現生人類の渡来」（『milsil』第7巻第4号、国立科
学博物館、 2014年7月）
【学会発表】
（主催）
1. 「シンポジウム現生人類の北東アジアから日本への最初の進出： DNA証拠、
人類化石証拠、そして文化残津証拠は閉じス トーリーを語るのかつ」（メ
トロポリ タン史学会シンポジウム、東京、 2014年5月）
2. JAQUA International Workshop on“Paleoecology and Human Behavioral 
Adaptation around the LGM in Eurasia (3rd LGM workshop in Tokyo）”（日
本第4紀学会、東京、 2014年 11月）
（共著）
1. Current 01 d巴r-than一Clovis Debate in the Context of Upper 
Paleolithic Prehistory in Northeast Asia: A geoarchaeological 
review. (SAA 79th Annual Meeting, Austin, 2014年4月）
2. Adaptive Network Strategies and Landscape Use: Geochemical 
Obsidian Sourcing and Tool Consumption During the Last Glacial 
Maximum in Hokkaido, Japan (preliminary results). (SAA 79th 
Annual b巴ting,Austin, 2014年4月）
3. Upper Paleolithic Obsidian Use on Hokkaido, Japan. (SAA 79th 
Annual Meeting, Austin, 2014年4月）
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4. 「北海道における黒曜石原産地の地質学的及び岩石学的データの集約」（日
本文化財科学会 2014年大会、東京、 2014年 7月）
5. Archaeological Survey and Upper Paleolithic Assemblages in North 
Eastern Mongolia: Introducing the Havtsgait Valley. (Sixth World 
Conf巴renceof the Society for East Asian Archaeology, Ulaanbaatar, 
2014年6月）
6. Early modern human dispersal in eastern Asia. (Miklov 
Inetrnational Symposium, Praha, 2014年9月）
7. Explicit similarities and expected variability: the Initial Upper 
Paleolithic in Northeast Asia (Annual meeting of European Society 
for Human Evolution, Rome, 2014年9月）
8. The Initial Upp巴r Paleolithic in Northeast Asia: toward the 
definition of a t巴chnocomplex. (International Symposium on 
Paleoanthropology in Commemoration of the 85th Anniversary of 
the Discovery of the First Skull of Peking Man, Beijing, 2014年 10
月）
9. Integration of Obsidian Compositional Studies and Li thic 
Reduction Sequence Analysis at the Upper Paleolithic Site of 
Kamihoronai一Moi, Hokkaido (Japan). (S巴venthAnnual Meeting of・ the 
Asian Paleolithic Association, Kongju, 2014年 11月）
10. Coastal migration hypothesis for the first modern human dispersal 
rn Asia: is there enough evidence? (Seventh Annual Meeting of the 
Asian Paleolithic Association, Kongju, 2014年 11月）
【学会活動】
日本第四紀学会行事 ・企画幹事および評議委員
日本考古学協会国際交流委員会委員
日本旧石器学会渉外委員長
国際第四紀学連合第 19回大会（XIXINQUA 2015 Nagoya）組織委員会委員
（出版委員会委員長）
【講演等】
〔招待講演〕
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1. Human Technological and Behavioral Adaptation to Landscape 
Changes around the Last Glacial Maximum in Japan. （ロシア・ノボシ
ビルスク国立教育大学考古学セミナー（2014年 5月）
〔見学会〕
1. 「上士幌町嶋木遺跡の発掘調査と旧石器時代の人々の暮らし」上士幌町教
育委員会主催、 2014年9月。
【学外での委員等】
Paleoamerica (Maney Publishing）編集委員
ロシア ・ザパイカノレ国立大学人文学部紀要GumanitarnuiiBektor連携編
集委員。
Quaternary International特集号招待編集委員
岩瀬彬・・
【論文】
（単著）
1. 「エリザベ卜フカ 1遺跡出土遺物の分析」（臼杵勲・木山克彦編『ロシア
沿海地方の初期金属器時代』平成21～25年度科学研究費補助金（基盤研
究A）「極東古集団の形成・統合」による調査成果，札幌学院大学， 2014
年3月）
2.「局部磨製石斧の使用痕分析：船橋市向遺跡出土資料を対象とした事例分
析」『飛ノ台史跡公園博物館紀要』第 11号，船橋市飛ノ台史跡公園博物館，
2014年 3月）
3. 「吉井沢遺跡出土の忍路子型細石刃核を伴う石器群の使用痕分析（l)J（佐
藤宏之編『黒曜石の流通と消費からみた環日本海北部地域における更新世
人類社会の形成と変容（III）：吉井沢遺跡の研究』平成21～25年度日本
学術振興会研究費補助金基盤研究（A）研究成果報告書，東京大学常呂実
習施設研究報告第 13集， 2014年3月）
4.A consideration of burin blow function: use wear analysis of Kam1yama 
type burin from the Sugikubo Blade Assemblage in North-Central Japan. 
(International Conference on Use-Wear Analysis. 2014年 12月）
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【書評】
「回顧と展望・考古 l 旧石器」（『史学雑誌』第 123編第5号， 2014年5月）
【学会発表】
1. 日本列島後期旧石器時代における石器使用の諸特徴J2014年度日本旧石
器学会シンポジウム，東京， 2014年6月
奥村哲・
【単著・共著】
1. 編著 中国基層社会史研究会編『シンポジウム 東アジアの比較・連関
からみた中華人民共和国建国初期の国家・基層社会の構造的変動』、汲古
書院（非売品）、 2014年3月。
【学会活動】
日本現代中国学会理事
メトロポリタン史学会委員
鎌倉 佐保・・ ・・・・・・・・・・
【論文】
1. 「一国平均役の成立過程と中世荘園の形成」（『人文学報』 490号、歴史学
編第42号、首都大学東京大学院人文科学研究科、 2014年3月）
【その他】
1. 2014年度歴史学研究会「全体会討論要旨」（『歴史学研究』 924号、歴史
学研究会、 2014年 10月）
【学会発表】
1. 「11・12世紀の「村」と荘園一「ムラの戸籍簿」の可能性一」（「ムラの戸
籍簿」研究会主催シンポジウム「ムラを探る」、 2014年3月）
【学会活動】
歴史学研究会委員
【講演等】
1. 「中世日本の古文書を読む一土地の領有と古文書①、②」（明治大学リパ
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ティアカデミー教養 ・文化講座、 2014年9月 17日、 9月24日）
【学外での委員等】
埼玉県立歴史と民俗の博物館協議会委員
多摩市文化財保護審議会委員
熊谷市史編さん委員会中世専門部会委員
河原 温 ・・・ ・・ ・
【単著 ・共著】
1.共編著 『ヨーロッパ中近世の兄弟会』東京大学出版会、 2014年
【論文】
1. 「シャルル ・ノレ ・テメレールの 1474年ディジョン入市式について」（『人
文学報』（490号歴史学編第42号、首都大学東京大学院人文科学研究科、
2014年 3月）。
【その他】
1.新刊紹介 W.Paravicini (dir.), La cour de Bourgogne et l’Europe, 
Ostfildern,2013『西洋中世研究』第6号、 2014年 11月
2.エッセイ「「粋」と兄弟会一一『ヨーロッパ中近世の兄弟会』の刊行によせて」
『UP』（東京大学出版会）、 2014年 12月号
【学会発表】
1.「15世紀後半ブルゴーニュ公園における政治文化と都市一一一シャルル・ル・
テメレール期を中心に一一」西欧中世史研究会春季研究会（お茶の水女子
大学）、 2014年 5月
2. 「中近世ネーデルラントの都市と兄弟会一一一スヘルトーへンボスの事例を
中心に 一ー一」関西比較中世都市研究会（大阪市立大学）、 2014年9月
【学会活動】
西洋中世学会常任委員
比較都市史研究会幹事
メトロポリタン史学会編集責任者
【学外での委員等】
審議会等の委員
大学評価 ・学位授与機構、文学 ・神学専門委員会歴史学部会委員 2013年
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4月～
三菱財団人文科学部門選考委員（平成27年度） 2014年 9月～
木村誠・・・・
【その他】
1.「朝鮮古代国家形成史の研究をふりかえって」（『朝鮮史研究会論文集』 52
集、 2014年 10月）
【学会発表】
1. 「新羅の女王即位をめぐる二・三の問題」、王権研究会、 2014年 7月
【学会活動】
朝鮮史研究会編集委員
メトロポリタン史学会事務局長
園雄行 ・
【論文】
1. 「内務省における勧商局と勧農局の設置過程」（『人文学報』 490号歴史学
編第42号、首都大学東京大学院人文科学研究科、 2014年3月）
【学外での委員等】
新宿区文化財調査員
武蔵村山市文化財保護審議会委員
谷口 央 ・・・・・・・・・・
【単著・共著】
1. （単著）『幕藩制成立期の社会政治史研究一検地と検地帳を中心に一』校倉
書房、 2014年
2. （編著）『関ヶ原合戦の深層』高志書院、 2014年
3. （共著）『愛知県史』資料編 14 中世・織豊、愛知県、 2014年
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【論文】
1.「関ヶ原合戦の位置づけと課題J（谷口央編『関ヶ原合戦の深層』高志書院、
2014年）
【その他】
1. 「城に着目、面白い発想」（『中日新聞』 2014年7月20日朝刊）
2. f伊勢・志摩両国の地震関連史料に見る被害の実態一宝永地震を中心に一」
（『2014年前近代歴史地震史料研究会講演要旨集』前近代歴史地震史料研究
会編、 2014年 11月）
【学会発表】
1.「伊勢・志摩両国の地震関連史料に見る被害の実態一宝永地震を中心に一」（第
2目前近代歴史地震史料研究会、 2014年 11月）
【学会活動】
検地研究会事務局長
【講演等】
1.「江戸時代の多摩に来た象とその後一本学所蔵の史料を読み解くことから一」
（首都大学東京労働組合文系 ・事務支部、 2014年 12月）
【学外での委員等】
三重県史近世部会専門調査員、三重県
愛知県史織豊部会調査執筆委員、愛知県
東京大学史料編纂所共同研究員、東京大学史料編纂所
中嶋毅・・
【論文】
1. 「カスベ事件をめぐる在ノ、ルピン・ロシア入社会と日本 1933 1937」（『人
文学報』 490号歴史学編第42号、首都大学東京大学院人文科学研究科、
2014年 3月）
【書評】
1.「阪本秀昭編著『満洲におけるロシア人の社会と生活』ミネルヴァ書房（2013
年）」（『西洋史学』 252、2014年 3月）
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【学会発表】
1. 「ロシア・ファシスト党の形成と拡大ーハノレビンの事例から」日本西洋史
学会第64回大会小シンポジウム「ヨーロッパ・ユダヤ人問題の波及 『ユー
ラシア現代史』への視座」、 2014年6月 l日
2. ‘Forming the Russian Fascist Party in Harbin 1925-1933，’ The 
Sixth East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies, Seoul, 
June 28, 2014. 
【学会活動】
ロシア史研究会会誌編集長
前沢伸行一
【学会発表】
1. 「複雑ネットワークの歴史学－ I. Malkin, A Small Greek world (Oxford 
2011）を読む」古代史研究会、 2014年9月
【学会活動】
史学会評議員
前田 弘毅・・・・・・
【論文】
1. 「ピエトロ・デッラ・ヴァッレの旅 17世紀イタリア人貴族の見た「イラ
ン社会」 」（『ExOrientell 21、2014年 3月）
2. 「コーカサスを見る視点」（『ロシア NIS調査月報』 59-8、2014年 7月）
3. 「フロンティアから，そして，またフロンティアへ サファヴィー朝支配
下のグルジアの経験から」（『歴史学研究』 925、2014年 10月）
4. 「ユーラシアのエアポケット：環黒海地域と二つのフロントの内包する 3
つの危険」（『ロシア・ユーラシアの経済と社会』 987、2014年 11月）
【その他】
1.日本ビジネスプレス (JBpress）への寄稿（2014年 1月、4月、 6月、 8月、
10月）
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2.コメン卜等（テレビ朝日『報道ステーション』 2014年 1月 10日、東京新
聞2014年2月3日）、「ロシア復活見せる好機」（聞き手共同通信佐藤親賢、
新潟日報2014年 1月28日）
3.取材・執筆・編集協力等（フジテレピ『新報道 2001』2014年 2月、
Kvira2014年3月 11日、岩下明裕・ 木山克彦編著『図説ユーラシアと 日本
の国境』北海道大学出版会2014年3月、『ナショナルジオグ、ラフィック日
本版』 2014年 10月、『知恵の小径』東洋文庫2014年 10月）
【学会発表】
1. “Fresh Recruits from the Caucasus serving the “Persianate 
Empires，” The Persianate World: A Conceptual Inquiry, May 2014, 
Yale University, New Haven. 
2.「フロンティから、そしてまたフロンティアへJ歴史学研究会、 2014年5
月
3. “On the Strategic Importance of Van Province in the Safavid一
Ottoman Conflicts，” 3rd International Conference Tao Klar j巴ti,
October 2014, National Center of Manuscripts, Tbilisi. 
4. 「サファヴィー朝統治体制における君主と軍事集団」九州史学会大会イス
ラム文明学部会、 2014年 12月
【学会活動】
ユーラシア研究編集委員、ロシア東欧学会編集委員、メトロポリタン史学
会委員
【講演等】
1. 「グ、ルジアの今後」外務省、 2014年3月20日
2. 「ウクライナ危機はなぜワ世界は変わるのか？」立正大学、 2014年4月
21日
3.オーフ。ンユニパーシティ講座「ユーラシア・激動の世界」首都大学東京、コー
ディネーター兼講師、 2014年 10月一11月
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源川真希・・・・
【共編著】
1. （共編著）『新八王子市史』資料編6、八王子市、 2014年
2. （共編著）『週刊新発見！ 日本の歴史42 日中戦争総力戦への道』朝
日新聞出版、 2014年4月 27日号
【論文】
l「満州事変・日中戦争の勃発と立憲政治」（『岩波講座 日本歴史 近現代3』
岩波書店、 2014年）
【学会発表】
1. 「都市・自治体の『戦後体制』」、占領 ・戦後史研究会シンポジウム、 2014
年 12月 13日
【学会活動】
1.同時代史学会理事、『同時代史研究』高iJ編集委員長
【学外での委員等】
八王子市史編さん委員会 近現代部会委員
平成26年度裁判官書記官等試験委員会 ・家庭裁判所調査官試験委員会臨
時委員ほか
山田 昌久・・・・・・
【単著・共著】
1. 「考古学からみた森林利用の歴史」（『豊永郷文化通信』 5、豊永郷民俗資
料保存 、2014年3月。
2.『首都大学東京傾斜的研究費「学術成果の都民への発信拠点・組織の形成」
研究グループ平成25年度活動報告書』 59頁（研究代表者）、 2014年 3月
3. f縄文時代に人類は植物をどう利用したか」（『講座日本の考古学4 縄文
時代・下』青木書店（分担執筆）、 2014年 5月）
4. 「実験考古学の世界道具研究の最前線 」（『竹中大工道具館2014常設
展示図録』竹中大工道具館（分担執筆）、 2014年 10月）
5.「“木の考古学データベース”と各発掘調査報告書における古環境情報の質・ I
量の変異」（『第 15回関西縄文文化研究会縄文遺跡データベースの作成と
人文学報第505号 2015年3月 33 
利用資料集』、 2014年 12月）
【学会発表】
1. 「日韓出土木器について」出土木器研究会 2014年度韓国集会、韓国江原
道繁山里歴史資料館・江原大学博物館、 2014年4月27、28日
2. 「臨床用MR装置を用いた出土木材の非破壊年輪計測」日本植生史学会
第29回大会、 2014年 11月23日
3. 「“木の考古学データベース”と各発掘調査報告書における古環境情報の
質・量の変異J縄文遺跡データベースの作成と利用、第 15回関西縄文文
化研究会、 2014年 12月
【その他】
（学外共同研究）
l フノレリサーチプロジェクト 高分解能気候学と歴史・考古学の連携による
気候変動に強い社会の探索、考古学部会発表、 2014年7月
2.基幹研究先史時代における社会複雑化・地域多様化の研究、発表、 2014
年 12月
【講演等】
1. 「からむし繊維の利用について」西沼田遺跡公園、 2014年5月 11日
2. 「縄文時代の石斧伐採体験講座」佐倉市教育委員会、 2014年8月3日
3. 「弥生時代の木工技術について」福岡市埋蔵文化財センタ一、 2014年9月
13日
4. 「縄文・弥生古代の生活技術についてJ大分市歴史資料館、 2014年 11月
9日
5. 「弥生時代の伐採石斧製作についてJむきばんだ史跡公園、 2014年 11月
15日
6. 「実験考古学から見た縄文時代の生活」岩手県滝沢市埋蔵文化財センタ一、
2014年 11月 30日
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【学外での委員等】
岩手県御所野遺跡史跡整備委員
千葉県井野長割遺跡史跡整備委員
東京都下布団遺跡史跡整備委員
石川県真脇遺跡史跡整備委員
金沢市縄文博物館開設専門委員
竹中大工道具館新設展示専門委員
鳥取県むきばんだ史跡公園史跡整備事業
佐賀県東名遺跡史跡化委員
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